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こころでつながろう！福井
　令和3年7月29日、福井市などに発生した「記録的短時
間大雨」。このうち越前町では浸水被害等の発生を受け、
越前町社会福祉協議会が「越前町災害ボランティアセン
ター」を開設（7月30日～8月8日）し、住居内の泥出し、
家屋の清掃など延べ21件の要請に、延べ224人のボラン
ティア活動者が参加しました。（特集ページに関連記事）

8P ◆福井県社会福祉大会のご案内
◆「コロナ禍を生きる、支える」みんなのエール
　エピソードを募集します！

社協TOPICS
◆ふくい健康長寿祭2021（9月18日）中止のお知らせ
◆成年後見講座 オンラインで実施します！
◆本会職員を募集します
◆「保育のおしごと 職場説明・面談会」のご案内
◆令和3年度 貸付事業募集開始のお知らせ

6,7P

報告
◆まごころ基金助成事業および子ども未来支援事業
　「子ども食堂等への助成」助成団体決定
◆10月1日から共同募金運動が始まります
◆ソウェルクラブのご案内

4,5P

越前町での災害ボランティア活動の様子

2,3P 特 集 

「コロナ禍を生きる、支える」
みんなのエール

 エピソードを募集！
福祉従事者や福祉に関わる皆さんの「コロナ禍で心の支えになっ
た出来事」等を募集します。応募作品は、作家の宮下奈都氏を
はじめとする講評委員による講評に加え、県内各所で移動型の
展示会やオンライン作品集、ショートムービーにして、広く県民
の皆さんにお届けします。

募集対象：福祉従事者（社会福祉施設や事業所の職員）や福祉の現場に関わる方
　　　　　（利用者・家族、福祉関係団体、地域福祉活動に関わる住民・ボランティア、学生）
募集内容：福祉現場や活動での「コロナ禍の心の支えになった出来事」、
　　　　　「コロナ禍の中での心温まるエピソード」を募集します。
応募方法：郵送または電子メールによる（①応募票　②作品　③関連する写真・グッズ）

※応募作品および添付物の返却はしません。応募作品の編集・出版権を含むすべての著作権は主催者に帰属し、
　展示物や作品集にして二次使用する場合があります。

応募票はチラシか
応募サイトから入手できます。

・所定の応募票に必要事項を記入して添付する。※応募は1人1作品まで
・応募作品は、タイトル（20字以内）とエピソード600字以内（短文でも可）とする。
・作品中には、利用者の個人名や住所等、個人情報が掲載されないように十分に留意する。
・原稿用紙／Wordデータ、縦書き／横書きなど問わない。
・各事業所等の広報誌に掲載されたものでも可だが、創作されたものでないこと。
・エピソードに関連する写真やグッズがあれば一緒に応募する。
・利用者等の写真については、必ず本人もしくはご家族の同意を得ること。
・１作品につき、写真・グッズの添付はそれぞれ１点までとする。

①応　募　票

②作　　　品

③写真・グッズ
（任意）

応募先メールアドレス：fukushi@f-shakyo.or.jp
問合せ先： 総務企画課　総務企画グループ
　　　　　 TEL 0776-24-2339　HP https://www.f-shakyo.or.jp/

ささやかな場面や
何気ないひとことが、
光になってくれることが
あると思います。
共有させていただけたら
嬉しいです。

講評委員
宮下奈都氏（作家）

©Yoshika Horita

災害時福祉支援ネットワークの
構築とその強化に向けて

「災害時福祉救援体制の強化」

つなぐ福幸メッセ
ふっこう

20212021

本大会について、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
昨年度と同様に参加者を制限、規模を縮小して、下記のとおり開催させていただきます。

日　時

会　場

内容（予定）

大会の模様はライブ中継で動画配信しますのでぜひご覧ください。一般の方もご覧いただけます。
詳細は決まり次第、ホームページ(https://www.f-shakyo.or.jp)でお知らせします。

お笑いコンビ・髭男爵のツッコミ担当。兵庫県三木市出身。地元の名門・六甲学院中学に進学する
も、中学2年生の夏に引きこもりになる。約6年の引きこもり生活を経て大検合格。愛媛大学文学部
に入学も、その後中退し上京、芸人の道へ。1999年ひぐち君とコンビ結成。ワイングラスでの“乾
杯漫才”と「ルネッサーンス」のフレーズで2008年頃ブレイク。現在はラジオのパーソナリ
ティー、ナレーション、コメンテーター、文筆業、イベントなどでも幅広く活動中。これらの多岐
にわたるご経験を元にご講演いただきます。

山田ルイ53世氏

（お笑いタレント）
講師

令和3年10月23日（土）　13：30～ 16：00
福井県生活学習館（ユー・アイふくい）　
⑴表 彰 式　福井県社会福祉協議会会長表彰
⑵受賞者インタビュー
⑶記念講演　テーマ 「僕達にはキラキラする義務などない」

ライブ中継による
動画配信を予定



「
災
害
時
福
祉
救
援
体
制
の
強
化
」

災
害
時
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
と
そ
の
強
化
に
向
け
て

【 特 集 】
県
社
協
の
中
期
活
動
計
画
「
第
5
次
ふ
く

い
地
域
福
祉
プ
ラ
ン
21
」（
令
和
2
〜
6
年

度
）
で
定
め
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ー
マ
を
取
り

上
げ
る
特
別
企
画
の
第
2
弾
。

今
号
で
は
「
災
害
時
福
祉
救
援
体
制
の
強

化
」を
取
り
上
げ
ま
す
。

近
年
頻
発
す
る
大
規
模
災
害
で
は
、
一
般

避
難
所
等
に
お
け
る
福
祉
的
な
支
援
の
必
要

性
が
高
ま
り
、「
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
」（
Ｄ

Ｗ
Ａ
Ｔ
）
の
組
成
を
含
む
都
道
府
県
と
社
会

福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
施
設
等
関
係
団
体

な
ど
の
官
民
協
働
に
よ
る
「
災
害
福
祉
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
た
県
社
協
の

取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
、高
齢
者
や
障
が
い
者
、妊

産
婦
、
乳
幼
児
等
要
配
慮
者
が
、
避
難
生
活

を
送
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
状
況
で
は
、

生
活
機
能
の
低
下
や
要
介
護
度
の
重
度
化
な

ど
、
二
次
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

避
難
生
活
を
終
え
、
災
害
前
の
日
常
生
活

へ
円
滑
に
移
行
す
る
う
え
で
、
避
難
生
活
の

早
い
時
期
か
ら
適
切
な
福
祉
的
な
支
援
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
大
規
模
災
害
時
に
一
般
避
難
所

等
で
要
配
慮
者
の
支
援
に
あ
た
る
「
福
井

県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
以
下
、「
福
井

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
」
と
い
う
。/D

isaster W
elfare 

Assistance Team

）の
結
成
に
向
け
て
、
福

井
県
と
17
市
町
、
県
社
協
を
含
む
福
祉
関
係

15
団
体（
表
1
）が
令
和
3
年
3
月
30
日
、「
福

井
県
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
」（
以
下
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
」
と
い
う
。）
を
設
立

し
ま
し
た
。

現
在
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
で
は
、
福
井
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ

の
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
討

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
今
年

度
中
の
福
井
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
結
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
福
井
Ｄ
Ｗ

Ａ
Ｔ
を
円
滑
に
被
災
地
へ
派

遣
す
る
た
め
の
平
時
か
ら
の

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
の
事
務
局
は
県
が
、
福

井
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
員
の
登

録
・
研
修
・
派
遣
に
か
か
る
事
務
局
業
務
は
県

社
協
が
そ
れ
ぞ
れ
担
い
ま
す
。

福
井
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時

に
被
災
県
内
市
町
長
や
他
都
道
府
県
知
事
か

ら
福
井
県
知
事
へ
の
要
請
を
受
け
一
般
避
難

所
等
へ
派
遣
さ
れ
ま
す
。

派
遣
は
原
則
と
し
て
災
害
救
助
法
が
適
用

さ
れ
る
程
度
の
災
害
発
生
時
を
想
定
し
て 

い
ま
す
。

派
遣
時
に
は
、
福
井
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
員

養
成
研
修
を
受
講
し
た
福
祉
専
門
職
（
高
齢

者
、障
が
い
者
、児
童
・
保
育
等
）で
編
成
し
た

5
人
程
度
の
チ
ー
ム
が
組
成
さ
れ
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
て
、
1
チ
ー
ム

1
回
当
た
り
5
日
程
度
を
基
本
に
交
代
し
な

が
ら
一
般
避
難
所
等
に
お
い
て
要
配
慮
者

へ
の
支
援
や
避
難
所
の
環
境
整
備
、
二
次
被

害
防
止
の
た
め
の
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

（
図
1
）

支
援
活
動
で
は
、
要
配
慮
者
の
状
態
等
を

見
極
め
て
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
福
祉
的

ト
リ
ア
ー
ジ
、福
祉
的
相
談
・
ケ
ア
の
ほ
か
、

保
健
・
医
療
支
援
チ
ー
ム
と
の
連
携
な
ど
福

祉
専
門
職
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
揮
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平
時
に
お
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
の
構
成
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
チ
ー
ム
員

候
補
者（
社
会
福
祉
士
、介
護
福
祉
士
等
の
資

格
保
有
者
ま
た
は
相
談
支
援
専
門
員
、
介
護

職
員
等
の
職
種
等
）を
対
象
に
、Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
活

動
に
必
要
な
知
識
等
の
習
得
・
向
上
を
図
る

た
め
の
研
修
を
実
施
し
た
う
え
で
受
講
修
了

者
を
福
井
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
員
と
し
て
登
録

し
ま
す
。

災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
の
設
立

福
井
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
支
援
活
動

（図１）福井ＤＷＡＴ活動イメージ

（表1）福井県災害福祉支援ネットワーク協議会　構成団体
区  分 団　体　等　名

福祉
関係

福井県社会福祉協議会・県内市町社会福祉協議会
福井県社会福祉法人経営者協議会
福井県老人福祉施設協議会
福井県老人保健施設協議会
福井県身体障害者（児）援護施設連絡協議会
福井県知的障害者福祉協会
福井県精神障害者福祉サービス事業所連絡協議会
福井県民間保育園連盟
福井県私立幼稚園・認定こども園協会
福井県社会的養護施設協議会
福井県社会福祉士会
福井県介護支援専門員協会
福井県介護福祉士会
福井県精神保健福祉士協会
福井県医療ソーシャルワーカー協会

行政 福井県、福井県内１７市町

福井県災害福祉支援ネットワーク協議会　アドバイザー
区  分 所　属　・　氏　名

大学 福井大学学術研究院医学系部門看護学領域  教授  酒井明子
福井大学医学部  地域医療推進講座  教授  山村  修

2021 September　2



社
協
で
は
、
県
内
、
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
、

全
国
の
各
段
階
で
、
災
害
時
の
相
互
支
援
体

制
を
構
築
し
て
お
り
、
被
災
状
況
等
に
応
じ

て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
域
で
は
平
成
18
年
8
月
に
「
災
害
時
に

お
け
る
社
協
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
相
互
支

援
協
定
」
を
県
社
協
と
17
市
町
社
協
間
で
締

結
し
て
い
ま
す
。お
も
に
県
内
で
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
相
互
に
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
平
成
10
年
6
月

に
管
内
6
県
・
名
古
屋
市
の
社
協
間
で「
東
海

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
県
市
社
協
災
害
応
援
に
関
す

る
協
定
」を
締
結
し
て
い
ま
す
。ブ
ロ
ッ
ク
内

で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
他
県

市
社
協
に
応
援
を
要
請
で
き
る
も
の
で
す
。

大
規
模
災
害
や
広
域
災
害
の
場
合
は
、
全

国
の
社
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
応

援
が
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
16
年
7
月
の
福
井
豪
雨
に
お
い
て

は
、
県
内
社
協
の
み
な
ら
ず
東
海
北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
社
協
の
応
援
の
も
と
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
被
災
者
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
に
お
け
る
県
外
へ
の
応
援
と

し
て
は
、「
平
成
30
年
7
月
豪
雨（
西
日
本
豪

雨
）」
に
お
い
て
広
島
県
江
田
島
市
と
呉
市

に
、
令
和
元
年
の「
東
日
本
台
風
」で
は
長
野

県
長
野
市
に
、
社
協
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
て
応
援
に
入
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
主
な
活
動
と
し
て
、
被
災
地
の

市
町
村
社
協
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
す
る
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
直
近
で
は
7
月
29
日
に
県
内
で
発
生

し
た
「
記
録
的
短
時
間
大
雨
」
被
害
に
お
い
て

越
前
町
社
協
が
立
ち
上
げ
た「
越
前
町
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
・
運
営
へ
の
支

援
要
請
を
受
け
、支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
高
齢
・
障
が
い
・
児
童
の
各
分
野
の

施
設
で
構
成
す
る
種
別
協
議
会
5
団
体
と
県

社
協
は
、平
成
26
年
3
月
に「
県
内
に
お
け
る

社
会
福
祉
施
設
種
別
協
議
会
相
互
間
の
災
害

時
応
援
協
定
」を
締
結
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は

県
内
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
施
設
の
種

別
を
超
え
横
断
的
・
円
滑
に
応
援
を
行
う
も

の
で
す
。

平
時
か
ら
各
団
体
間
の
意
見
交
換
や
連
携

を
深
め
な
が
ら
、
災
害
発
生
時
に
は
協
定
に

基
づ
く
応
援
活
動
を
通
じ
て
施
設
利
用
者
等

の
安
全
安
心
の
確
保
に
努
め
る
も
の
で
す
。

北
陸
エ
リ
ア
を
統
括
す
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
国
際
協
会
334-

Ｄ
地
区
と
の
間
で
は「
災

害
時
に
お
け
る
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援
に
関
す
る
相
互
連
携
協
定
」
を
令
和
元

年
9
月
に
福
井
、令
和
2
年
10
月
に
石
川
、富

山
の
各
県
社
協
で
締
結
し
て
い
ま
す
。

協
定
で
は
、県
内
を
含
む
北
陸
3
県
内
で
災

害
が
発
生
し
た
際
、県
社
協
か
ら
の
情
報
提
供

を
も
と
に
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
被
災
地
で

の
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
人

的・物
的
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
広
域
圏
で
の
災
害
支
援
活

動
の
大
き
な
推
進
力
を
得
て
お
り
、
今
後
は

市
町
域
で
も
同
様
の
協
定
締
結
、
さ
ら
に
は

平
時
に
お
け
る
相
互
交
流
や
研
修
の
共
同
企

画
な
ど
の
取
組
み
の
広
が
り
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
現
在
、
県
社
協
で
は
公
益
社
団
法
人

日
本
青
年
会
議
所
北
陸
信
越
地
区
福
井
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
と
の
災
害
時
相
互
協
力
に
つ

い
て
も
協
議
し
て
お
り
、
今
年
10
月
の
協
定

締
結
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

社
協
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
相
互
支
援
活
動

社
会
福
祉
施
設（
種
別
協
議
会
）

ネッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
応
援
活
動

企
業
セ
ク
タ
ー
と
の

ネッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
支
援
活
動

小藤幸男福井県社協会長（左）と
山岸博之334-D地区ガバナー（令和元年9月13日当時）

災害時における県社協のネットワーク

福井県社会福祉協議会

社会福祉施設（種別協議会）
福井県老人福祉施設協議会

福井県身体障害者(児)援護施設連絡協議会
福井県知的障害者福祉協会
福井県社会的養護施設協議会
福井県民間保育園連盟

福　井　県

全国の社会福祉協議会 県内の市町社会福祉協議会 東海北陸ブロック
６県・名古屋市社会福祉協議会

公益社団法人日本青年会議所
北陸信越地区 福井ブロック協議会

ライオンズクラブ国際協会
３３４－Ｄ地区

（富山・石川・福井エリア）

今
後
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
、
災
害
時
に
必
要
と
な
る

様
々
な
支
援
を
行
う
う
え
で
は
、
平
時
か

ら
官
民
協
働
に
よ
る
「
災
害
福
祉
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

加
え
て
、
災
害
時
の
福
祉
支
援
に
関
わ

る
各
種
の
協
定
に
基
づ
き
、
県
内
外
の
社

協
間
や
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
た
福
祉
支
援
活
動
の
基
盤
強

化
も
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
今
年
度
中
に
災
害
に
備
え

た
協
定
団
体
間
の
連
絡
会
議
を
開
催
し
、

相
互
の
緊
密
な
連
絡
調
整
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
性
を
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
体
制
の

充
実
は
不
可
欠
と
な
る
こ
と
か
ら
、
県
社

協
と
し
て
は
、
県
域
、
市
町
域
の
関
係
者

同
士
が
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
土
台
に

し
た
「
災
害
時
の
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
構
築
で
き
る
よ
う
そ
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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10月1日から共同募金運動が全国一斉に始まります。　
皆様の参加と協力をいただきながら、「つながりをたやさない社会づくり」のために、

共同募金運動にご協力をいただきますようお願いします。

つながりをたやさない社会づくりをめざして
「福井県まごころ基金助成事業」は、県内の地域福祉の向上を目
的にすすめられるさまざまな福祉活動に対して助成を行うもので、
平成3年度から昨年度までに延べ965団体に対して、総額1億7千万
円を超える助成を行ってきました。
今年度は、以下の10団体に対して合計2,118,000円の助成を決

定し、去る7月20日（火）に助成交付式を行いました。
また、あわせて「松原ふれあい基金」の運用益を財源とする子ど

も未来支援事業「子ども食堂等への助成」についても、2団体に各
200,000円の助成を決定しました。

子ども未来支援事業「子ども食堂等への助成」助成団体決定
まごころ基金助成事業および

助成団体名

1

2

子ども食堂スマイル

だれでも食堂「夕焼けこやけ」

坂井市

福井市

№ 活動地域

令和3年度子ども未来支援事業
（子ども食堂等の助成）助成団体

交付決定書の授与

まごころ基金助成事業交付式集合写真 助成団体を代表して県ろうあ協会熊野事務局長からの
手話による謝辞

子ども未来支援事業助成交付式集合写真

令和3年度（第31回）福井県まごころ基金助成事業助成団体
助成団体数

1団体

2団体

3団体

1団体

2団体

1団体

高齢者の福祉向上を通じた取組

障がい者（児）の福祉向上を通じた取組

地域全体の福祉向上を通じた取組

子どもの貧困・貧困の連鎖をなくすための取組

ひきこもり・8050問題への理解促進と支援の輪づくり

障がい者の社会参加促進

あわら市脳活クラブ

特定非営利活動法人ピアファーム

特定非営利活動法人はぁもにぃ永平寺

福井県みらい子育てネット母親クラブ連絡協議会

円山文化振興会

福井市ボランティア連絡協議会

一般社団法人シングルマザーの幸せな生活研究所

特定非営利活動法人心の健康相談室こだちのもり

一般社団法人福井コミュニティ協会

福井県ろうあ協会

助成区分 助成団体名

通
常
助
成
枠

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ー
マ
枠

共同募金は、戦後間もない昭和22年に「国民たすけあい運動」
として開始されて以来、長年にわたって国民の皆様のご支援と
ご協力に支えられ、今年で75回目の運動を迎えます。
共同募金でご寄付いただいたお金は、地域で行われる多様な
ボランティア活動や福祉活動、災害時の被災地支援活動に役立
てられています。
新型コロナウイルスの影響が長期化するなかで、様々な理由
から居場所を失ったり孤立する人が増え、生活課題は深刻化し
てきています。
つながることが難しいなかにあっても、つながることをあき
らめず、課題を解決する活動を支援する共同募金は、例年にも
増してその必要性は高くなっています。
じぶんの町を良くするために、困っている人たちを支えるた
めに、共同募金運動にご協力をいただきますようお願いします。

ますます魅力ある職場づくりに
充実した福利厚生サービスをご活用ください！

福祉・介護職員の福利厚生は

ソウェルクラブソウェルクラブ

問合せ先 福井県共同募金会事務局
TEL⇨0776-22-1657　ホームページ⇨https://akaihane-fukui.jp/

におまかせ!

問合せ先
申 込 先

社会福祉法人 福利厚生センター（ソウェルクラブ）
東京都千代田区神田小川町1-3-1　NBF小川町ビルディング10階　TEL.0120-292-711 （フリーダイヤル）
ソウェルクラブ 福井事務局（総務企画課）
TEL.0776-24-2339　FAX.0776-24-8941　E-mail: somu@f-shakyo.or.jp

•健診費用助成※30歳以上の会員対象
　3,000円～4,800円
•健康生活用品給付　など

健　康

•結婚・出産祝金
•入学祝（小・中学校）
•弔慰金（会員・配偶者）

お祝金・弔慰金
•各種講習会（無料）
•eラーニング（無料）
•資格取得記念品

スキルアップ
•勤続5～30年および
　35年以上勤続の
　退職者に進呈　

永年勤続記念

•会員交流事業（県内施設等の割引券や
　コンサートチケット斡旋）
•クラブ・サークル活動助成など

リフレッシュ

●契約対象者　社会福祉事業または介護保険事業を経営するもの
●加入対象者　社会福祉事業等を経営する法人内の役職員全員（非常勤職員含む）
●掛　　　金　一人当たり毎年度1万円
　　　　　　　※非常勤職員は1万円もしくは5千円（利用できるサービスが限定）の選択制

詳しくは
ソウェルクラブHPへ
https://www.sowel.or.jp

ソウェルクラブ

加
入
要
件

会員数
27万５千人
（福井県内3,000人）
※2021年7月現在

その他
にも

サービ
ス

いろい
ろ！
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10月1日から共同募金運動が全国一斉に始まります。　
皆様の参加と協力をいただきながら、「つながりをたやさない社会づくり」のために、

共同募金運動にご協力をいただきますようお願いします。

つながりをたやさない社会づくりをめざして
「福井県まごころ基金助成事業」は、県内の地域福祉の向上を目
的にすすめられるさまざまな福祉活動に対して助成を行うもので、
平成3年度から昨年度までに延べ965団体に対して、総額1億7千万
円を超える助成を行ってきました。
今年度は、以下の10団体に対して合計2,118,000円の助成を決

定し、去る7月20日（火）に助成交付式を行いました。
また、あわせて「松原ふれあい基金」の運用益を財源とする子ど

も未来支援事業「子ども食堂等への助成」についても、2団体に各
200,000円の助成を決定しました。

子ども未来支援事業「子ども食堂等への助成」助成団体決定
まごころ基金助成事業および

助成団体名

1

2

子ども食堂スマイル

だれでも食堂「夕焼けこやけ」

坂井市

福井市

№ 活動地域

令和3年度子ども未来支援事業
（子ども食堂等の助成）助成団体

交付決定書の授与

まごころ基金助成事業交付式集合写真 助成団体を代表して県ろうあ協会熊野事務局長からの
手話による謝辞

子ども未来支援事業助成交付式集合写真

令和3年度（第31回）福井県まごころ基金助成事業助成団体
助成団体数

1団体

2団体

3団体

1団体

2団体

1団体

高齢者の福祉向上を通じた取組

障がい者（児）の福祉向上を通じた取組

地域全体の福祉向上を通じた取組

子どもの貧困・貧困の連鎖をなくすための取組

ひきこもり・8050問題への理解促進と支援の輪づくり

障がい者の社会参加促進

あわら市脳活クラブ

特定非営利活動法人ピアファーム

特定非営利活動法人はぁもにぃ永平寺

福井県みらい子育てネット母親クラブ連絡協議会

円山文化振興会

福井市ボランティア連絡協議会

一般社団法人シングルマザーの幸せな生活研究所

特定非営利活動法人心の健康相談室こだちのもり

一般社団法人福井コミュニティ協会

福井県ろうあ協会

助成区分 助成団体名

通
常
助
成
枠

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ー
マ
枠

共同募金は、戦後間もない昭和22年に「国民たすけあい運動」
として開始されて以来、長年にわたって国民の皆様のご支援と
ご協力に支えられ、今年で75回目の運動を迎えます。
共同募金でご寄付いただいたお金は、地域で行われる多様な
ボランティア活動や福祉活動、災害時の被災地支援活動に役立
てられています。
新型コロナウイルスの影響が長期化するなかで、様々な理由
から居場所を失ったり孤立する人が増え、生活課題は深刻化し
てきています。
つながることが難しいなかにあっても、つながることをあき
らめず、課題を解決する活動を支援する共同募金は、例年にも
増してその必要性は高くなっています。
じぶんの町を良くするために、困っている人たちを支えるた
めに、共同募金運動にご協力をいただきますようお願いします。

ますます魅力ある職場づくりに
充実した福利厚生サービスをご活用ください！

福祉・介護職員の福利厚生は

ソウェルクラブソウェルクラブ

問合せ先 福井県共同募金会事務局
TEL⇨0776-22-1657　ホームページ⇨https://akaihane-fukui.jp/

におまかせ!

問合せ先
申 込 先

社会福祉法人 福利厚生センター（ソウェルクラブ）
東京都千代田区神田小川町1-3-1　NBF小川町ビルディング10階　TEL.0120-292-711 （フリーダイヤル）
ソウェルクラブ 福井事務局（総務企画課）
TEL.0776-24-2339　FAX.0776-24-8941　E-mail: somu@f-shakyo.or.jp

•健診費用助成※30歳以上の会員対象
　3,000円～4,800円
•健康生活用品給付　など

健　康

•結婚・出産祝金
•入学祝（小・中学校）
•弔慰金（会員・配偶者）

お祝金・弔慰金
•各種講習会（無料）
•eラーニング（無料）
•資格取得記念品

スキルアップ
•勤続5～30年および
　35年以上勤続の
　退職者に進呈　

永年勤続記念

•会員交流事業（県内施設等の割引券や
　コンサートチケット斡旋）
•クラブ・サークル活動助成など

リフレッシュ

●契約対象者　社会福祉事業または介護保険事業を経営するもの
●加入対象者　社会福祉事業等を経営する法人内の役職員全員（非常勤職員含む）
●掛　　　金　一人当たり毎年度1万円
　　　　　　　※非常勤職員は1万円もしくは5千円（利用できるサービスが限定）の選択制

詳しくは
ソウェルクラブHPへ
https://www.sowel.or.jp

ソウェルクラブ

加
入
要
件

会員数
27万５千人
（福井県内3,000人）
※2021年7月現在

その他
にも

サービ
ス

いろい
ろ！
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社協トピックス T O P I C S

ふくい健康長寿祭2021（9月18日）を中止します
　新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み、令和3年9月18日（土）に福井市にて開催を予定していた「ふ
くい健康長寿祭2021」は中止します。
　楽しみにされていた方々、関係者の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解くださいますようお願い
いたします。

　本講座は、その人らしく生活する権利を護る「成年後見制度」について、基礎から成年後見人等の実務などを
学び、制度への理解を深めることを目的として開催します。
　今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、Zoomによるオンライン開催とします。

問合せ先 地域福祉課 地域支援グループ　TEL.0776-24-2433

問合せ先 地域福祉課 生活支援グループ　TEL.0776-24-4987　E-mail:siawase@f-shakyo.or.jp

オンラインで実施します!成年後見講座

　今年度、新しく始まった貸付支援制度のご案内です。ひとり親家庭住宅支援資金や
介護・障害の各福祉分野就職支援金など、新たなチャレンジをするあなたを応援します！
　今年度、新しく始まった貸付支援制度のご案内です。ひとり親家庭住宅支援資金や
介護・障害の各福祉分野就職支援金など、新たなチャレンジをするあなたを応援します！

問合せ先 地域福祉課 生活支援グループ　TEL.0776-24-4987

受講料
無料

●主　　催　社会福祉法人　福井県社会福祉協議会（福井県委託事業）
●対　　象　（定員：500名）
　［入門編］ •成年後見制度に関心のある方
　［実践編］ •成年後見制度に関わる関係機関・団体の役職員
 •成年後見制度に関心のある方（入門編を受講した方）
●日時・プログラム　いずれも15時～16時

●見逃し配信
当日受講できない方向けに、各回の講座終了後、事前申込者を対象に見逃し配信を行います。（講座終了後
1～2日後から2週間。一部講義を除きます。）
●受講方法
•受講希望者は、右記QRコードから申し込むか、必要事項（所属先、郵便番号、住所、
電話番号、氏名、Eメールアドレス）をEメールでお知らせください。
•申込者には、本会から講座資料等と、講座受講および配信視聴のためのURLをEメー
ルでお送りします。
•本会からのEメールを受信できるようご設定ください。2営業日以内に申込完了メー
ルが届かない場合は、アドレスの確認、設定の確認をお願いします。
•申込み〆切：入門編10月1日（金）、実践編11月1日（月）
●その他
•講座視聴に必要なPC機器、インターネット環境、通信費用については、受講者において準備・負担をお願い
いたします。
•講座動画の録画・録音、二次使用および受講申込者以外への講座視聴URLや資料の共有は行わないでください。
•本事業において本会が取得した個人情報は申込者の同意を得た範囲で適正に利用します。
•本事業への申込者には、関連する研修等の案内を送付することがあります。

10月13日（水）
10月29日（金）
11月 4 日（木）
11月11日（木）
11月18日（木）
11月25日（木）
12月 2 日（木）

成年後見制度の概要（法定後見、任意後見）
対象者の理解（認知症高齢者等、知的・精神障がい者）
成年後見活動の実際
申立ての現状と家庭裁判所の役割（当日講義のみ、見逃し配信はありません）
家族法と財産法の基礎
申立て書類の作成
意思決定支援を踏まえた後見事務を考える

内　　　容

﹇
実
践
編
﹈

期　日
﹇
入
門
編
﹈

【返還の免除について】
いずれも、一定の要件（自立に向けた取り組みや対象業務への従事等）を満たせば、貸付金の返還が全額免除され
ます。貸付要件や申請方法など、詳細は福井県社会福祉協議会ホームページから募集要項をご確認ください。

ひとり親家庭住宅支援資金
自立に向けて意欲的に取り組むひとり親家庭の親御さんをサポートいたします。
現在のお住いの住宅家賃に対し、最大4万円×12ヵ月の貸付が可能です！
まずは、福井県母子家庭等就業・自立支援センターの母子・父子家庭自立支援プログラム策定員へご相談ください。
＜相談先⇒福井県母子寡婦福祉連合会内　TEL.0776-21-0733＞

障害福祉分野就職支援金介護分野就職支援金 
初めて介護や障害福祉のお仕事に就いた方に、就職の準備金として最大20万円を貸付いたします。
（対象：一定の研修を修了した方）
［使　途］•子どもの預け先を探す際の活動費
　　　　•介護に係る軽微な情報収集や講習会参加経費、参考図書等の購入費
　　　　•働く際に必要となる靴や道具、鞄等の被服費
　　　　•敷金、礼金または転居費など転居を伴う場合に必要となる費用
　　　　•通勤用の自転車またはバイクの購入費　など

最大

48万円
貸付

最大

20万円
貸付

令和3年度 貸付事業募集開始のお知らせ現在募集中

「保育のおしごと
職場説明・面談会」のご案内
～あなたと子どもたちをつなげます！～
　福井県保育人材センターでは、保育所等の求人担当者と直接面
談し、施設の魅力や採用の情報等についての話が聞ける、職場説明・
面談会を開催します。保育の職場で働きたい方、お探しの方、保
育の仕事に関心のある方など、どなたでも参加自由です。皆様の
ご来場をお待ちしております。

●日　時　令和3年10月30日（土）
　　　　　13:00～15:30（受付12:30～）
●場　所　福井県産業会館 本館展示場（福井市下六条町103番地）
●内　容　13:00～13:30　
　　　　　潜在保育士向け就職応援セミナー（※事前申込が必要）
　　　　　13:30～15:30
　　　　　職場説明・面談会
●その他　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
　　　　　次の事項に留意して開催します。
　　　　　◎マスク着用　◎手指消毒　◎３密防止

問合せ先 福井県保育人材センター
TEL.0776-21-2294・28-3180

本会職員を募集します

①採用　令和4年4月1日
②人数　1名（予定）
③業務　地域福祉に関する事業活動の
　　　　企画、総合調整等
④要件　社会福祉士か精神保健福祉士
　　　　資格をもつ方（取得見込も含む）

ほか
⑤選考　第1次試験（教養試験、適性検査）、
　　　　第2次試験（小論文、面接）

地域福祉を突破口にした
「共生社会実現」に
力を発揮してみませんか。

参加費
無料

募集要領は県社協HP
「採用試験情報」を
ご参照ください。
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ふくい健康長寿祭2021（9月18日）を中止します
　新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み、令和3年9月18日（土）に福井市にて開催を予定していた「ふ
くい健康長寿祭2021」は中止します。
　楽しみにされていた方々、関係者の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解くださいますようお願い
いたします。

　本講座は、その人らしく生活する権利を護る「成年後見制度」について、基礎から成年後見人等の実務などを
学び、制度への理解を深めることを目的として開催します。
　今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、Zoomによるオンライン開催とします。

問合せ先 地域福祉課 地域支援グループ　TEL.0776-24-2433

問合せ先 地域福祉課 生活支援グループ　TEL.0776-24-4987　E-mail:siawase@f-shakyo.or.jp

オンラインで実施します!成年後見講座

　今年度、新しく始まった貸付支援制度のご案内です。ひとり親家庭住宅支援資金や
介護・障害の各福祉分野就職支援金など、新たなチャレンジをするあなたを応援します！
　今年度、新しく始まった貸付支援制度のご案内です。ひとり親家庭住宅支援資金や
介護・障害の各福祉分野就職支援金など、新たなチャレンジをするあなたを応援します！

問合せ先 地域福祉課 生活支援グループ　TEL.0776-24-4987

受講料
無料

●主　　催　社会福祉法人　福井県社会福祉協議会（福井県委託事業）
●対　　象　（定員：500名）
　［入門編］ •成年後見制度に関心のある方
　［実践編］ •成年後見制度に関わる関係機関・団体の役職員
 •成年後見制度に関心のある方（入門編を受講した方）
●日時・プログラム　いずれも15時～16時

●見逃し配信
当日受講できない方向けに、各回の講座終了後、事前申込者を対象に見逃し配信を行います。（講座終了後
1～2日後から2週間。一部講義を除きます。）
●受講方法
•受講希望者は、右記QRコードから申し込むか、必要事項（所属先、郵便番号、住所、
電話番号、氏名、Eメールアドレス）をEメールでお知らせください。
•申込者には、本会から講座資料等と、講座受講および配信視聴のためのURLをEメー
ルでお送りします。
•本会からのEメールを受信できるようご設定ください。2営業日以内に申込完了メー
ルが届かない場合は、アドレスの確認、設定の確認をお願いします。
•申込み〆切：入門編10月1日（金）、実践編11月1日（月）
●その他
•講座視聴に必要なPC機器、インターネット環境、通信費用については、受講者において準備・負担をお願い
いたします。
•講座動画の録画・録音、二次使用および受講申込者以外への講座視聴URLや資料の共有は行わないでください。
•本事業において本会が取得した個人情報は申込者の同意を得た範囲で適正に利用します。
•本事業への申込者には、関連する研修等の案内を送付することがあります。

10月13日（水）
10月29日（金）
11月 4 日（木）
11月11日（木）
11月18日（木）
11月25日（木）
12月 2 日（木）

成年後見制度の概要（法定後見、任意後見）
対象者の理解（認知症高齢者等、知的・精神障がい者）
成年後見活動の実際
申立ての現状と家庭裁判所の役割（当日講義のみ、見逃し配信はありません）
家族法と財産法の基礎
申立て書類の作成
意思決定支援を踏まえた後見事務を考える

内　　　容

﹇
実
践
編
﹈

期　日
﹇
入
門
編
﹈

【返還の免除について】
いずれも、一定の要件（自立に向けた取り組みや対象業務への従事等）を満たせば、貸付金の返還が全額免除され
ます。貸付要件や申請方法など、詳細は福井県社会福祉協議会ホームページから募集要項をご確認ください。

ひとり親家庭住宅支援資金
自立に向けて意欲的に取り組むひとり親家庭の親御さんをサポートいたします。
現在のお住いの住宅家賃に対し、最大4万円×12ヵ月の貸付が可能です！
まずは、福井県母子家庭等就業・自立支援センターの母子・父子家庭自立支援プログラム策定員へご相談ください。
＜相談先⇒福井県母子寡婦福祉連合会内　TEL.0776-21-0733＞

障害福祉分野就職支援金介護分野就職支援金 
初めて介護や障害福祉のお仕事に就いた方に、就職の準備金として最大20万円を貸付いたします。
（対象：一定の研修を修了した方）
［使　途］•子どもの預け先を探す際の活動費
　　　　•介護に係る軽微な情報収集や講習会参加経費、参考図書等の購入費
　　　　•働く際に必要となる靴や道具、鞄等の被服費
　　　　•敷金、礼金または転居費など転居を伴う場合に必要となる費用
　　　　•通勤用の自転車またはバイクの購入費　など

最大

48万円
貸付

最大

20万円
貸付

令和3年度 貸付事業募集開始のお知らせ現在募集中

「保育のおしごと
職場説明・面談会」のご案内
～あなたと子どもたちをつなげます！～
　福井県保育人材センターでは、保育所等の求人担当者と直接面
談し、施設の魅力や採用の情報等についての話が聞ける、職場説明・
面談会を開催します。保育の職場で働きたい方、お探しの方、保
育の仕事に関心のある方など、どなたでも参加自由です。皆様の
ご来場をお待ちしております。

●日　時　令和3年10月30日（土）
　　　　　13:00～15:30（受付12:30～）
●場　所　福井県産業会館 本館展示場（福井市下六条町103番地）
●内　容　13:00～13:30　
　　　　　潜在保育士向け就職応援セミナー（※事前申込が必要）
　　　　　13:30～15:30
　　　　　職場説明・面談会
●その他　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
　　　　　次の事項に留意して開催します。
　　　　　◎マスク着用　◎手指消毒　◎３密防止

問合せ先 福井県保育人材センター
TEL.0776-21-2294・28-3180

本会職員を募集します

①採用　令和4年4月1日
②人数　1名（予定）
③業務　地域福祉に関する事業活動の
　　　　企画、総合調整等
④要件　社会福祉士か精神保健福祉士
　　　　資格をもつ方（取得見込も含む）

ほか
⑤選考　第1次試験（教養試験、適性検査）、
　　　　第2次試験（小論文、面接）

地域福祉を突破口にした
「共生社会実現」に
力を発揮してみませんか。

参加費
無料

募集要領は県社協HP
「採用試験情報」を
ご参照ください。
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CONTENTS

こころでつながろう！福井
　令和3年7月29日、福井市などに発生した「記録的短時
間大雨」。このうち越前町では浸水被害等の発生を受け、
越前町社会福祉協議会が「越前町災害ボランティアセン
ター」を開設（7月30日～8月8日）し、住居内の泥出し、
家屋の清掃など延べ21件の要請に、延べ224人のボラン
ティア活動者が参加しました。（特集ページに関連記事）

8P ◆福井県社会福祉大会のご案内
◆「コロナ禍を生きる、支える」みんなのエール
　エピソードを募集します！

社協TOPICS
◆ふくい健康長寿祭2021（9月18日）中止のお知らせ
◆成年後見講座 オンラインで実施します！
◆本会職員を募集します
◆「保育のおしごと 職場説明・面談会」のご案内
◆令和3年度 貸付事業募集開始のお知らせ

6,7P

報告
◆まごころ基金助成事業および子ども未来支援事業
　「子ども食堂等への助成」助成団体決定
◆10月1日から共同募金運動が始まります
◆ソウェルクラブのご案内

4,5P

越前町での災害ボランティア活動の様子

2,3P 特 集 

「コロナ禍を生きる、支える」
みんなのエール

 エピソードを募集！
福祉従事者や福祉に関わる皆さんの「コロナ禍で心の支えになっ
た出来事」等を募集します。応募作品は、作家の宮下奈都氏を
はじめとする講評委員による講評に加え、県内各所で移動型の
展示会やオンライン作品集、ショートムービーにして、広く県民
の皆さんにお届けします。

募集対象：福祉従事者（社会福祉施設や事業所の職員）や福祉の現場に関わる方
　　　　　（利用者・家族、福祉関係団体、地域福祉活動に関わる住民・ボランティア、学生）
募集内容：福祉現場や活動での「コロナ禍の心の支えになった出来事」、
　　　　　「コロナ禍の中での心温まるエピソード」を募集します。
応募方法：郵送または電子メールによる（①応募票　②作品　③関連する写真・グッズ）

※応募作品および添付物の返却はしません。応募作品の編集・出版権を含むすべての著作権は主催者に帰属し、
　展示物や作品集にして二次使用する場合があります。

応募票はチラシか
応募サイトから入手できます。

・所定の応募票に必要事項を記入して添付する。※応募は1人1作品まで
・応募作品は、タイトル（20字以内）とエピソード600字以内（短文でも可）とする。
・作品中には、利用者の個人名や住所等、個人情報が掲載されないように十分に留意する。
・原稿用紙／Wordデータ、縦書き／横書きなど問わない。
・各事業所等の広報誌に掲載されたものでも可だが、創作されたものでないこと。
・エピソードに関連する写真やグッズがあれば一緒に応募する。
・利用者等の写真については、必ず本人もしくはご家族の同意を得ること。
・１作品につき、写真・グッズの添付はそれぞれ１点までとする。

①応　募　票

②作　　　品

③写真・グッズ
（任意）

応募先メールアドレス：fukushi@f-shakyo.or.jp
問合せ先： 総務企画課　総務企画グループ
　　　　　 TEL 0776-24-2339　HP https://www.f-shakyo.or.jp/

ささやかな場面や
何気ないひとことが、
光になってくれることが
あると思います。
共有させていただけたら
嬉しいです。

講評委員
宮下奈都氏（作家）

©Yoshika Horita

災害時福祉支援ネットワークの
構築とその強化に向けて

「災害時福祉救援体制の強化」

つなぐ福幸メッセ
ふっこう

20212021

本大会について、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
昨年度と同様に参加者を制限、規模を縮小して、下記のとおり開催させていただきます。

日　時

会　場

内容（予定）

大会の模様はライブ中継で動画配信しますのでぜひご覧ください。一般の方もご覧いただけます。
詳細は決まり次第、ホームページ(https://www.f-shakyo.or.jp)でお知らせします。

お笑いコンビ・髭男爵のツッコミ担当。兵庫県三木市出身。地元の名門・六甲学院中学に進学する
も、中学2年生の夏に引きこもりになる。約6年の引きこもり生活を経て大検合格。愛媛大学文学部
に入学も、その後中退し上京、芸人の道へ。1999年ひぐち君とコンビ結成。ワイングラスでの“乾
杯漫才”と「ルネッサーンス」のフレーズで2008年頃ブレイク。現在はラジオのパーソナリ
ティー、ナレーション、コメンテーター、文筆業、イベントなどでも幅広く活動中。これらの多岐
にわたるご経験を元にご講演いただきます。

山田ルイ53世氏

（お笑いタレント）
講師

令和3年10月23日（土）　13：30～ 16：00
福井県生活学習館（ユー・アイふくい）　
⑴表 彰 式　福井県社会福祉協議会会長表彰
⑵受賞者インタビュー
⑶記念講演　テーマ 「僕達にはキラキラする義務などない」

ライブ中継による
動画配信を予定


